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き
っ
か
け
は
千
葉
国
体
だ
っ
た
。

　

茂
原
市
で
開
催
さ
れ
た
競
技（
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
）
に
お
い
て
全
国
か
ら
選
手
、

関
係
者
、
応
援
な
ど
、
多
く
の
方
が
茂

原
市
を
訪
れ
た
。
そ
の
際
、
茂
原
市
の

地
元
な
ら
で
は
の
お
土
産
を
買
い
求
め

た
い
と
い
う
方
が
た
く
さ
ん
い
た
。
し

か
し
駅
売
店
や
小
売
店
舗
に
は
、
茂
原

の
特
産
品
が
な
い
。
買
い
た
か
っ
た
が

残
念
だ
、
と
の
声
が
数
多
く
聞
か
れ
た
。

　

こ
れ
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
茂
原

な
ら
で
は
の
銘
産
品
が
必
要
で
は
な
い

か
と
い
う
機
運
が
高
ま
り
、
銘
産
品
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
が
っ
た
。

名
称
は
茂
原
市
銘
産
品
研
究
会
。
そ
し

て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。

　

茂
原
銘
産
品
研
究
会
に
と
っ
て
最
初

の
問
題
は
、
時
間
で
あ
っ
た
。
研
究
会

の
趣
旨
、
メ
ン
バ
ー
が
決
ま
り
、
外
部

専
門
家
が
決
ま
る
な
ど
、
ス
タ
ー
ト
準

備
が
整
っ
た
の
が
本
年
一
月
の
中
旬
。

　

そ
し
て
銘
産
品
開
発
の
期
限
と
し
て

区
切
ら
れ
た
ゴ
ー
ル
は
、
茂
原
市
の
花

形
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
七
夕
祭
り
だ
っ
た
。

　

人
口
約
九
万
人
の
茂
原
市
に
お
い
て
、

七
夕
ま
つ
り
の
集
客
は
三
日
間
で
八
十

背
景

五
万
人
。
こ
の
大
イ
ベ
ン
ト
で
新
生
、

茂
原
銘
産
品
を
お
披
露
目
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
。
ま
た
九
月
に
は
、
茂
原

商
工
会
議
所
の
六
十
周
年
式
典
が
行
わ

れ
る
。
式
典
の
ご
来
賓
の
方
々
の
お
土

産
と
し
て
、
銘
産
品
を
お
持
ち
帰
り
い

た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
三
月
の
年
度
内
に
、
商
品
が

概
ね
完
成
し
て
い
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
ま
で
の
期
間
は
二
ヶ
月
半
。　

　

通
常
は
十
二
ケ
月
か
け
る
銘
産
品
開

発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
た
っ
た
、
二
か
月

半
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
さ
て
期
限

ま
で
に
銘
産
品
が
で
き
上
が
る
の
か
、

こ
れ
が
一
つ
目
の
障
害
で
あ
っ
た
。

　

通
常
で
あ
れ
ば
商
品
開
発
が
目
的
と

な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
目
的
は
商
品
開
発
で
は
な
い
。

　

目
的
は
ズ
バ
リ
、
地
元
（
茂
原
市
）

の
活
性
化
で
あ
る
。
そ
の
目
的
達
成
の

た
め
の
手
段
が
「
銘
産
品
開
発
、
販
売
」

で
あ
っ
た
。

　

私
は
全
国
を
ま
わ
る
中
で
、
全
国
に

は
数
多
く
の
銘
産
品
が
あ
り
、
そ
し
て

そ
の
中
で
売
れ
て
い
る
も
の
は
ほ
ん
の

一
握
り
で
し
か
な
い
こ
と
を
実
感
し
て

い
る
。
い
か
に
売
れ
な
い
銘
産
品
が
多

い
こ
と
か
。
銘
産
品
の
開
発
に
は
成
功

し
て
も
、
そ
の
銘
産
品
が
順
調
に
売
れ
、

売
上
・
利
益
を
地
元
に
も
た
ら
せ
な
け

れ
ば
何
の
意
味
も
な
い
。
さ
ら
に
は
、

商
品
が
ヒ
ッ
ト
し
、
生
産
ラ
イ
ン
を
増

設
し
、
雇
用
を
増
や
す
こ
と
も
目
的
で

あ
る
。
さ
ら
に
は
結
果
と
し
て
、
地
元

に
よ
り
多
く
の
税
収
を
も
た
ら
す
。
こ

れ
も
目
的
で
あ
る
。
こ
の
目
的
を
達
成

で
き
る
力
強
い
銘
産
品
を
開
発
す
る
こ

と
が
狙
い
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

銘
産
品
開
発
を
方
程
式
で
表
す
と
す

れ
ば
こ
う
な
る
。

　
〈
有
望
地
域
資
源
の
決
定
〉
×
〈
加

工
方
法
の
決
定
〉
＝
ヒ
ッ
ト
商
品

　

銘
産
品
開
発
の
ス
タ
ー
ト
は
、
有
望

な
地
域
資
源
の
決
定
か
ら
。
数
あ
る
地

域
資
源
の
中
で
、
何
が
有
望
で
、
何
が

有
望
で
な
い
か
を
図
る
尺
度
と
な
る
の

が
ノ
ウ
ハ
ウ
で
あ
る
。
銘
産
品
開
発
に

お
け
る
第
一
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、〈
一
番
化
〉

だ
。
一
番
化
と
い
う
切
り
口
で
茂
原
市

を
リ
サ
ー
チ
す
る
と
、
明
確
に
一
番
、

そ
れ
も
全
国
で
一
番
と
い
え
る
も
の
が

あ
る
に
は
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
れ
は
銘

産
品
に
は
不
向
き
な
天
然
ガ
ス
で
あ
っ

た
。
天
然
ガ
ス
で
は
市
場
性
は
広
げ
に

く
い
と
い
う
議
論
の
結
果
、
次
に
銘
産

品
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
登
場
し
た
の

目　
的
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が「
七
夕
」で
あ
る
。
七
夕
の
街
と
し
て
、

茂
原
市
全
体
の
町
お
こ
し
を
行
い
、
銘

産
品
も
そ
の
一
環
と
し
て
位
置
づ
け
る
。

そ
の
七
夕
銘
産
品
は
一
年
を
通
し
て
製

造
、
販
売
を
行
う
方
針
で
あ
る
。

　

茂
原
七
夕
は
前
述
の
と
お
り
、
盛
大

な
祭
り
で
あ
る
。
し
か
し
一
番
化
と
い
う

観
点
で
み
る
と
、
他
地
域
と
比
べ
て
一
番

を
明
確
に
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

調
査
１
「
七
夕
祭
り
の
集
客
」

二
百�

万
人
以
上
の
都
市　

宮
城
県
仙
台

市
、
神
奈
川
県
平
塚
市

百
万�

人
以
上
の
都
市　

愛
知
県
安
城

市
、
愛
知
県
一
宮
市

五
十�

万
人
以
上
の
都
市　

千
葉
県
茂
原

市（
八
十
万
人
）、
静
岡
県
清
水
市

調
査
２
「
祭
り
の
歴
史
」

昭
和
二
十
年
代
ス
タ
ー
ト
の
都
市

　

宮
城
県
仙
台
市	

昭
和
二
十
一
年

　

神
奈
川
県
平
塚
市	

昭
和
二
十
六
年

　

群
馬
県
前
橋
市	

昭
和
二
十
六
年

　

静
岡
県
清
水
市	

昭
和
二
十
八
年

昭
和
三
十
年
代

　

千
葉
県
茂
原
市	

昭
和
三
十
年

　

愛
知
県
安
城
市	

昭
和
三
十
年

　

愛
知
県
一
宮
市	

昭
和
三
十
一
年

（
出
展
資
料
に
よ
り
一
年
の
誤
差
有
）

　

こ
の
よ
う
に
茂
原
七
夕
は
、
非
常
に

盛
大
な
イ
ベ
ン
ト
で
は
あ
る
が
、
一
番

化
と
し
て
は
、
難
し
い
面
が
あ
っ
た
。

　

七
夕
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
た
茂
原
銘

産
品
の
開
発
は
無
理
な
の
か
。
し
か
し

コ
ン
セ
プ
ト
を
差
し
戻
し
て
、
再
度
打

ち
合
わ
せ
す
る
に
も
、
時
間
は
な
い
。

時
間
は
限
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
そ
こ
で

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
第
二
ノ
ウ
ハ
ウ
へ

と
舵
を
切
る
。
第
二
法
則
は
〈
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
法
則
（
一
番
に
な
れ
る
領
域
が

な
け
れ
ば
、
一
番
に
な
れ
そ
う
な
領
域

を
自
分
で
つ
く
れ
ば
よ
い
）〉。
茂
原
七

夕
が
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
と
な
れ
る
カ
テ
ゴ

リ
ー
づ
く
り
で
あ
る
。
様
々
な
角
度
か

ら
リ
サ
ー
チ
を
進
め
た
。
そ
の
結
果
、

期
待
を
持
て
る
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
探
し
出

す
こ
と
に
成
功
し
た
。
そ
れ
は
「
歴
史

性
」
で
あ
る
。
前
述
の
と
お
り
、
今
現

在
へ
と
続
く
祭
り
の
歴
史
で
は
、
勝
ち

目
が
な
い
。
こ
こ
で
い
う
歴
史
性
と
は
、

祭
り
の
歴
史
で
は
な
く
、
習
俗
・
風
習

の
歴
史
で
あ
る
。
茂
原
観
光
協
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
っ
て
い
た
「
か
や

か
や
馬
（
七
夕
馬
）」
の
記
事
が
、
問

題
突
破
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

　

か
や
か
や
馬
／
「
か
や
か
や
馬
」
は

茂
原
の
七
夕
馬
の
別
名
。
江
戸
時
代
に

な
ら
彦
星
牛
乳
は
ど
う
、
と
い
う
意

見
か
ら
房
総
産
ミ
ル
ク
の
使
用
、
県

内
産
素
材
使
用
と
進
ん
で
い
っ
た
。

・
七
夕
（
五
色
）：
赤
青
黄
白
黒
（
紫
）

　

三
月
八
日
、
研
究
会
の
最
終
回
。
こ

の
日
会
場
は
、
ど
よ
め
き
に
包
ま
れ
た
。

そ
の
一
つ
が
五
色
の
短
冊
と
同
じ
赤
青

黄
白
黒
の
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
だ
っ
た
。
研

究
会
の
麻
生
会
長
が
持
参
し
た
一
品
で

あ
る
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
、
味
と
も
に
感
動

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
も
う
一
つ
が
商
工

会
議
所
秋
葉
会
頭
か
ら
の
話
で
あ
っ
た
。

「
七
夕
の
街
」
茂
原
市
と
し
て
圏
央
道
の

茂
原
市
の
看
板
の
マ
ー
ク
が
七
夕
に
な

る
予
定
で
あ
る
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

他
に
も
市
内
の
様
々
な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

が
一
年
を
通
し
て
七
夕
で
彩
ら
れ
る
こ

と
が
決
定
し
た
と
い
う
話
で
あ
っ
た
。

　
「
七
夕
の
街
茂
原
」
を
全
国
に
広
め

る
べ
く
、
今
後
全
国
に
流
通
す
る
の
が

七
夕
ス
イ
ー
ツ
で
あ
る
。

　

様
々
な
障
害
を
乗
り
越
え
、
茂
原
銘

産
品
は
順
調
に
開
発
の
道
の
り
を
ひ
た

走
っ
て
い
る
。

　

研
究
会
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
お
疲

れ
様
で
し
た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
三
科　

公
孝
）

大
芝
村
（
現
・
茂
原
市
大
芝
）
で
つ
く

ら
れ
た
の
が
最
初
で
す
。
八
月
七
日
の

七
夕
祭
り
の
時
期
を
迎
え
る
と
、
七
夕

馬
を
作
る
作
業
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
材

料
は
真
菰
（
ま
こ
も
）、
蒲
（
が
ま
）、

菅
（
す
げ
）
な
ど
の
麦
わ
ら
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
草
の
自
然
の
色
合
い
を
組
み
合

わ
せ
て
つ
く
り
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た

馬
は
、
こ
ど
も
た
ち
が
つ
く
っ
た
手
づ

く
り
の
車
に
乗
せ
、
カ
ラ
コ
ロ
と
村
中

を
引
き
回
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
年
代

ご
ろ
か
ら
姿
を
消
し
、
現
在
は
こ
の
風

物
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

か
や
か
や
馬
を
茂
原
七
夕
の
象
徴
と

す
る
こ
と
で
、
茂
原
市
は
歴
史
性
で
オ

ン
リ
ー
ワ
ン
と
な
る
。
オ
ン
リ
ー
ワ
ン

が
明
確
な
ら
、
そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
非

常
に
有
望
だ
。
実
際
、
茂
原
銘
産
品
開

発
研
究
会
は
、
こ
の
後
奇
跡
的
な
ス

ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
っ
た
。ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
を
解
消
す
る
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
後
の
決
定
は
以
下
の
通
り
、

「
五
色
使
っ
た
巻
物
（
ロ
ー
ル
）
で
、
県

内
産
品
を
一
点
以
上
使
用
し
た
和
・
洋

菓
子
」

・�

商
品
は
巻
物
（
ロ
ー
ル
）
状
：
七
夕

の
主
役
織
姫
の
織
っ
た
織
物
、
反
物

・�

地
場
産
品
（
県
内
）
素
材
：
も
う
一

人
の
主
役
彦
星
の
職
業
は
牛
飼
い
。

チャレンジ組合ちば
〜連携支援の現場から〜

問
題
解
決
。
そ
の
道
の
り

有
終
の
美




